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実践的技術者育成をめざして

長崎県立長崎工業高等学校長　三宅　彰

本校は昭和１２年４月，応用化学科，造船科，

木材工芸科の３学科を持って，長崎県立長崎

工業学校として創立された。

昭和２３年，６・３制学制改革により長崎県立

長崎工業高等学校と改称する。以後，多くの

学科が新設され，現在では全日制が機械科，

機械システム科（電子機械コース，造船コー

ス，平成１６年度に電子機械科と造船科の募集

を停止，機械システム科新設），電気科，工

業化学科，建築科，インテリア科，電子工学

科，情報技術科の８科２５学級，定時制が工業

技術科，建築科の２科８学級の県下全公立高

校中最大規模の学校となっている。

太平洋戦争末期，原子爆弾投下により，校

舎が焼き尽くされ，校長以下職員・生徒二百

余名の尊い生命を失うという本校歴史の中で

も最大の悲しい出来事を経験する。その後，

仮校舎や他校の校舎を一部借用するなど，７

回に及ぶ校舎・敷地移転を繰り返した後，昭

和４６年，現在の長崎市岩屋町に移転した。今

日，生徒達は，施設・設備の整った素晴らしい

環境のもとで工業技術の習得に励んでいる。

卒業生は２万有余名を数え，県内はもちろ

ん全国各地の各界で大いに活躍をしている。

・本校は重点目標として，「資格取得」「もの
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づくり「多様な進路」という三つのキーワー

ドを設定している。

（１） 資格取得

現代は，まさに資格の時代といえる。

高校生にとっても資格を有することは，有

能さの証として評価されるのみならず，資格

取得に向けての努力は，多くの派生的な効果

を生み，本人の学力向上へと繋がっている。

本校に入学した生徒へのアンケートでは，

５８％の生徒が資格取得を入学目的としてい

る。このようなことから本校では，できるだ

け早い時期から資格取得に向けた取り組みを

行い，その一環として，資格取得の補習を早

朝に，進学補習を放課後に設定している。電

気科では，入学式の翌日から１年生対象の，

第二種電気工事士の早朝補習を実施。他の学

科においても，希望する生徒を対象に同様に

補習を行っている。

また，第三種電気主任技術者や高圧ガス製

造保安責任者乙種化学，工事担任者デジタル

一種，基本情報技術者試験などの難関試験に



ついては，夏季休業中に合宿指導や外部講師

による特別講習などを実施している。

その他，旋盤作業３級，機械保全３級，建

築大工３級・２級，電子回路組立３級・２級

等の技能士検定にも取り組んでいる。

このような取り組みが着実に進んでいるの

も，生徒自身の意欲・努力とともに職員の頑

張りがあるからである。

各種資格・検定への意欲的な取り組みの結

果，ジュニアマイスター顕彰認定者数が，平

成１４年度から１００名を超え，平成１５年度，平

成１６年度と連続日本一の快挙を成し遂げてい

る。平成１４年度から平成１６年度までの主な資

格の取得状況及びジュニアマイスター顕彰認

定者数を以下に示す。

各学科では，年間スケジュールを立て，多

くの資格取得等に取り組んでいる。電気科の

年間スケジュールは下記の表のようになって

いる。（この年間スケジュールは各学科で作

成している。）

（２） ものづくり

「ものづくり」は，資源に乏しい日本にお

いて重要である。原料を加工し，付加価値を

つける技術・技能の継承・発展は必要欠くべ

からざるものである。

〈コンテスト等への参加〉

本校においては，「高校生ものづくりコン

テスト」を始め，以下に示す，「ものづくり」

に関する多くのコンテストやイベントに参加

し，生徒の意識向上を図っている。

a高校生ものづくりコンテスト（全国大会）

・平成１４年度

旋盤作業部門優勝，化学分析部門第３位
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長崎工業高等学校　　　電気科の年間スケジュール

国家試験の名称
第三種電気主任技術者
第二種電気工事士
第一種電気工事士
危険物取扱者（乙種）
二級ボイラー技士
電気工事施工技術者
基本情報技術者試験
高圧ガス製造保安責任者
工事担任者デジタル一種
色彩検定１級
色彩検定２・３級
火薬類取扱保安管理者

資格取得状況（過去３年間） （人）

Ｈ１４
１３
１２２
５０
５３７
７１
３１
０
９
２０
０
３５
３

Ｈ１５
１０
１１８
３２
６９９
２８
３５
３
１０
２４
０
３２
３

Ｈ１６
１２
９４
３６
５００
２９
２８
６
７
２８
１
３６
８

ゴールド

シルバー

ジュニアマイスター顕彰認定者数 （人）

Ｈ１４

２９

７４

Ｈ１５

３５

７０

Ｈ１６

４９

１１２



・平成１５年度

旋盤作業部門準優勝，電気工事部門準優勝

・平成１６年度

橋梁模型製作部門優勝，旋盤作業部門準優

勝

・平成１７年度

化学分析部門全国大会出場

b高校生ロボットコンクール

・平成１４年度県大会準優勝（全国大会出場）

・平成１６年度県大会第３位（全国大会出場）

cホンダエコノパワー燃費競技九州大会

・平成５年度第８回大会から参加。

d柳川ソーラーボート大会（福岡県）

・平成８年度から参加

・平成１５年度周回レース第２位

eマイコンカーレース

・平成１６年度全国大会出場

f長崎工業高校インテリア科展

平成３度年よりインテリア科で製作した作

品・製品を校外で展示・発表している。

gものづくりフェスタinながさき

長崎県ならびに県職業能力開発協会及び県技

能士連合会主催で毎年開催されている「もの

づくりフェスタ」に技能士連合会とともに参

加（ロボット実演，作品展示等）。

hものづくりによる奉仕活動

課題研究等で製作したリハビリ用玩具の養護

学校や介護施設への寄贈，生徒製作の木製ベ

ンチ等の近隣の自治会への寄贈をとおして地

域との交流を図っている。

生徒のものづくりに対する意識の高揚にお

いては，工業技術部（機械工作部，建築研究

部，電気通信部，デザイン同好会）の存在が

大きく寄与している。これらの部は運動部に

負けないほど熱心で，平日も遅くまで，また

土曜日や日曜日にも活動し，それぞれが技術

の研磨に励んでいる。

〈公開講座等の実施〉

校内だけにとどまらず，公開講座として，

中学校との連携でものづくり講座の開講，親

子で楽しむ化学実験教室などの取り組みも行

っている。これらの活動の中では，本校生徒

が講師やアシスタントとなって，中学生や小

学生に工業技術・技能の楽しさやおもしろさ

を教えている。このことは，生徒自身の技

術・技能力の向上やコミュニケーション能力
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長崎工業高校インテリア科展

中高連携ものづくり講座



の向上に繋がっている。

〈インターンシップ〉

夏季休業中に第２学年の就職希望者を対象

２３

にインターンシップを実施している。職業

観・勤労観の育成と同時に実践的な技術・技

能の体験をとおして，ものづくりへのより一

層の興味・関心を抱かせる目的もある。実施

後における生徒の感想は概ね良好であり，も

のづくりに対する意識の高揚にも効果を上げ

ている。また，受け入れ先の企業からの印象

も良い。

（３） 多様な進路

最近は，生徒の進路希望も多様化しており

進学者が増加の傾向にある。本校では６割が

就職，４割が進学という状況である。あくま

でも，就職が主体と考えているが，進学希望

の生徒にも対応できるような体制づくりを行

っている。

具体的な取り組みとして

a選択授業（２・３年生対象で数学，英語を

指導）

b補習授業（１～３年生対象で数学，英語を

指導）

c添削指導（小論文，面接，数学，英語等に

つき個別に指導）

を実施している。

また，県下全体として工業高校の校長や進

路指導主事が最新情報入手と意見交換のため

定期的に大学訪問を行い，互いにその情報を

交換している。

本校における過去３年間の高専への編入及

び大学合格の実績は次のとおりである。

長崎大学
長崎シーボルト大学
長崎県立大学
九州工業大学
熊本大学
佐賀大学
宮崎大学
千葉大学
山梨大学
奈良教育大学
名古屋工業大学
山口大学

過去３年間の国公立大学合格者数 （人）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６
８
１
１
１

１
１
２

１１
１

１
１
２

１
１

１０

１

１
１

鈴鹿工業高等専門学校，大分工業高等専門学校，有明工業
高等専門学校，佐世保工業高等専門学校，北九州工業高等
専門学校，呉工業高等専門学校，熊本電波工業高等専門学
校，東京工業高等専門学校，都城工業高等専門学校，阿南
工業高等専門学校，新居浜工業高等専門学校，鹿児島工業
高等専門学校，津山工業高等専門学校

過去３年間の高専編入試験合格状況

Ｈ１４
１１名

のべ合格者数
Ｈ１５
２０名

Ｈ１６
１７名

親子化学実験教室

専門高校の使命である工業技術・技能の習

得を達成するために，３つのキーワードを掲

げ，それぞれに力を注いで取り組んでいるが，

総体的に見ると，この３つのキーワードは，

深く結びついており，それぞれの実践が互い

に相乗効果を生んでいる。社会に貢献できる

実践的技術者の育成を図るためには，今後，

今まで以上に地域，企業との交流を推進して

いかなければならないと考えている。

そして，さらに，技術・技能だけでなく，

豊かな感性と創造性を持った人材の育成へと

取り組みを進めていきたい。

３．おわりに


